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【背景と目的】 

本研究の目的は、がん体験者の「生きる力」を捉え、それをふまえたがん教育を高校生・

大学生に展開し、教育効果を検討することである。 

日本では、現在、年間 97.7 万例が新たにがんと診断され、1981年以来、死因の第１位を

占める一方で、全がんの 5年相対生存率は 68.4％、10 年相対生存率は 56.4％であることが

報告されており（国立がん研究センター,2020）、慢性疾患としての側面も併せ持つ。身体的

な不調や再発の不安を抱えながらがんと共に生きる期間の長期化や、医療提供体制、治療と

仕事の両立といった社会の動向の中で、身近な地域社会でがん体験者を理解し支えること

や、共に生きる社会への意識を高めることが求められている。 

がん体験者への理解と支援、共に生きる社会への意識を高める上では、がんに関する教育

が重要となる。国内では、第 2期がん対策推進基本計画（厚生労働省,2012）において「が

んの教育・普及啓発」が挙げられたことを受け、文部科学省が「学校におけるがん教育の在

り方について」（文部科学省,2015）を取りまとめた。がん教育は、「健康教育の一環として、

がんについての正しい理解と、がん患者や家族などのがんと向き合う人々に対する共感的

な理解を深めることを通して、自他の健康と命の大切さについて学び、共に生きる社会づく

りに寄与する資質や能力の育成を図る教育である」と定義されている。2014 年度以降のモ

デル校等での取組みをもとに、2017 年度から全国の小中高校での保健指導等におけるがん

教育の実施について普及・啓発を図るとともに、2020 年度には小学校、2021年度には中学

校、2022 年度には高等学校で、順次がん教育の全面実施が予定されているが、現時点では、

どの学校も手探りの状態（林,2018）との指摘もある。では、がんに関する正しい知識を伝

えながら、「がん患者や家族などがんと向き合う人々の対する共感的理解を深める」ことを

通して「自他の健康と命の大切さ」、「共に生きる社会づくりに寄与する資質」をどのように

育くむことができるのだろうか。 

がんは、身体的苦痛のほか様々な心理的・社会的な苦悩が重複する体験であるにもかかわ

らず、がん体験者の語りからは、がん体験による肯定的な変化や人間的な成長が見受けられ

る。このような様々な苦悩から肯定的な変化を見出す事象を捉えていくことは、人が逆境の

中で心を保ち生きることや人の持つ可能性、がん体験者の「生きる力」について理解する手

掛かりとなる。個別性と多様性をもつ人が、現在の社会の中で直面する様々な課題に、どの

ような内的・外的資源を動員して対処して生きているかを伝えること、人間の持つ対処力や



変化の可能性を示すことは、他者の経験という認識にとどまらず、自らが直面する課題への

対処や、同じ社会の中でどう生きるか、といった生きる力を育成することに繋がると考える。 

そこで本研究は、まず、がん体験者の「生きる力」を捉え、次に、その「生きる力」をふ

まえたがん教育を展開し、教育効果の検討を行う。がん教育の対象は、社会と自分のあり方

や生き方を考える年代である高校生と大学生とした。 

 

1)がん体験者の「生きる力」に関する研究 

 がん体験者の「生きる力」に関する研究は、まず、がん体験者の肯定的な変化に焦点をあ

て、研究１でがんの闘病記(7冊・43人分)、研究 2でがん体験者の語り(n=9)の分析を行っ

た上で、研究 3 でがんと「折り合う」ことに焦点をあてた質問紙調査(n=62)を実施した。 

これらの 3つの研究から把握できたことは、がん体験者の認識レベル・行動レベルでの肯

定的な変化の諸側面と、そこに関連する多様な要素と、円環的相互作用のプロセスである。

がん罹患による苦悩や不確実さのなかで、内的・外的資源に手を伸ばし、心のバランスを保

ちながら、あらたな自己を生成・発展させていく力がうかがえる。そして、がん体験者にと

って「折り合う」ことは、積極性―消極性、肯定的―否定的、向き合うこと―回避すること、

といった一見相反する両価性をもつことがうかがえた。これらをふまえ、がん体験者の「生

きる力」を「がんに伴い生じた様々な危機や苦悩のなかで、環境（人・情報・場など）との

相互作用から、様々な思考と感情の体験を繰り返しつつ、自らを保ち、あるいは、再構築し、

変化を続けながら生きる力」と定義するとともに、がん教育の展開に向けて、①他者理解

の幅を拡げる、②社会的な視点を育てる、③一人の存在の価値への気づきを促す、④が

ん体験者の生きる力からがん教育を受ける生徒自身の生きる力を涵養する、という示唆

を得ることができた。 

 

2)がん体験者の生きる力をふまえたがん教育の展開 

 がん体験者の「生きる力」をふまえたがん教育について、まず、研究 4で高校生を対象と

した教育と効果測定を検討し、640 人の高校生を対象にがん教育を実施して効果を確認した

(研究 4-3)。自主作成項目 10 項目中 9 項目と生きる力の 3 項目に、講演前後で有意な差が

認められたほか、自由記述から、様々な教育効果が確認された。次いで、研究 4-4では、研

究 4-3 の自由記述の分析により把握できた教育効果を加えた尺度の改訂版を作成して 280

人の高校生に実施し、5 つの因子［がんへの関心］[予防への意識][生き方の志向性][他者

への志向性][助けを求める志向性]が生成された。 

 大学生を対象としたがん教育は、高等教育機関としての役割や健康リテラシーの向上、実

践力の育成等を視野に入れ、高校生用に開発したものを発展させる形で教育内容を構成し

た(研究 5-1)。予備調査として、研究 5-2で講義の効果(n=54)、研究 5-3で演習の効果(n=25)

を確認の上、研究 5-4で教育内容の再構成を行うとともに教育効果の評価尺度を開発し、大

学生 60 人を対象にがん教育を実施して効果を確認した。がんの知識や理解と支援、共に生

きる社会づくり、生き方への考え、生きる力の項目に講義前後に有意な差が認められたほか、

［学ぶ意義］［理解を深める］［共に生きる社会への志向性］［生き方の志向性］の 4つの因

子が生成された。 

 



【考察と展望】 

 がん体験者の「生きる力」をふまえたがん教育の展開について、11 の段階からなる 5 つ

の研究を行った。 

「他者理解の幅を拡げる」「社会的な視点を育てる」「一人一人の存在の価値への気づきを

育てる」「がん体験者の生きる力からがん教育を受ける生徒自身の生きる力を涵養する」と

いう 4 つの視点が特徴である本研究のがん教育を実施した効果としては、高校生・大学生と

もに、がんの知識や他者理解、共生社会や生き方の志向性、生きる力の向上が認められた。

尺度から生成された因子からうかがえる志向性は、高校生と大学生では差異が見られ、高等

学校においては、がんの知識と共に感性を育てるような教育内容、大学においては、多角的

な知識と共に、学びを活かす志向や現実検討力を高めるような教育内容を提供することの

効果と意義が推察された。 

 今後の課題と展望としては、4 点が挙げられる。1点目は、本研究の高校生を対象とした

がん教育は、ある程度の人数に同時に行える講演形式を想定して構成したことである。本研

究の成果をふまえ、今後、教育方法の選択肢を拡げることを検討していく必要がある。2点

目は、「生きる力」の測定について、今回の研究では既存の SOC3 項目版（戸ヶ里,2015）を

用いたが、高校生・大学生から生成された「生き方の志向性」の因子の項目もふまえ、生徒・

学生の生きる力をどのように理解するか考察を深めながら自主作成を検討していきたいと

考える。3 点目は、「共に生きる社会づくりに寄与する資質や能力」についてである。本研

究で高校生・大学生から生成された因子について、今後、がん教育以外の知見もふまえ、「共

に生きる社会づくりに寄与する資質や能力」について探究していきたいと考える。4点目は、

上記をふまえ、がん教育の実践と実証的な研究を重ねていくことである。 

がん教育の場として想定されている学校は、時間・機会・人材・資源・教材が不足してい

る（望月,2019）ことや、近年、学校に対する国や国民の要求は非常に高度化かつ多様化し

ており、学校現場は多忙を極めている（林，2018）ことが示唆されている。このような状況

下で推進されるがん教育について、野津(2018)は、その内容をどう教えるかという指導方法

や教材の工夫が重要であり、子どもたちのがんへの関心を高め、思考力を働かせる「深い学

び」にどう結び付けるかが大きな課題になると思われる、としている。その他、文部科学省

は、改訂した学習指導要領のなかで、次世代を担う子どもの「生きる力」を学校・家庭・地

域が力をあわせ、社会全体で育む教育の方針を示しており、教育現場において生きる力の育

成への関心が高まりつつある。 

 今後の高等学校におけるがん教育を通した生きる力の向上に寄与できるよう、また、大学

生に対しては、一人ひとりが生きることを大切にできる社会づくりに寄与する深い思考力

と実践力を育成できるよう、本研究結果を活かしていきたい。 
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